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本資料の対象のお客さま 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本資料の対象のお客さま

本資料は以下のお客さまを対象としています。

● シャノンの推奨シナリオでの運用を行うお客さま
● シャノンパッケージでSalesforceとの連携を行うお客さま
● シャノンパッケージの内容を自社でセルフ導入されたお客さま

● SMPガイドの入門編の知識をお持ちの方 

※基礎的なSMPの操作に不慣れな方は、こちらからSMPの操作方法をご確認ください

https://guide.shanon.co.jp/hc/ja/categories/900000110183?_ga=2.246154500.1687987963.1614132317-1093813082.1454526795
https://guide.shanon.co.jp/hc/ja/categories/900000110183?_ga=2.246154500.1687987963.1614132317-1093813082.1454526795
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1. SMP設定(連携準備) 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1.1　連携に必要な項目の設定 

リードの基本項目に、本パッケージで使用する項目を追加します。 
・SMP⇔SFDCの連携フラグ格納先  
・SFDCのリードID格納先  
・SFDCの取引責任者ID格納先  
・スコア値格納先(スコアリング使用時)　※詳細はP.TBD参照  
・ホットリード判別フラグ格納先(シナリオ使用時)　※詳細はP.TBD参照  
※基本項目設定の追加方法はウェブマニュアルを参照ください。  
　https://smpdoc.shanon.co.jp/ja/visitor/visitordata/chapter001/  

項目名 フォーム種別 項目値

連携フラグ プルダウンメニュー 1，2

SFDC_LEAD_ID テキスト

SFDC_CONTACT_I
D

テキスト

スコア 数値

ホットフラグ プルダウンメニュー 1，2
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2. SFDC設定(連携準備) 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2.1　連携に必要な項目の設定① 

リードの基本項目に、本パッケージで使用する項目を追加します。
・SMPリードIDの格納先
・SMPリード詳細URLの格納先(詳細は後述)
・SMPから連携時に付与するフラグの格納先
※各種項目の追加方法はSFDCのマニュアル等を参照ください。

項目の表示ラベル 項目名 API参照名 データ型

SMP_ID SMP_ID SMP_ID__c テキスト

SMPリードURL SMP_URL SMP_URL__c URL

SMP連携対象 SMPSyncFlag SMPSyncFlag__c 選択リスト
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2.1　連携に必要な項目の設定② 

取引先責任者の基本項目に、本パッケージで使用する項目を追加します。
・SMPリードIDの格納先 
※各種項目の追加方法はSFDCのマニュアル等を参照ください。

項目の表示ラベル 項目名 API参照名 データ型

SMP_ID SMP_ID SMP_ID__c テキスト
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2.1　連携に必要な項目の設定③ 

リード項目と取引先責任者項目を紐づける。 
※取引開始を選択した際に、取引先責任者にSMP_IDを引き継がせる。
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3. SMPforSalesforce設定 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目次：SMPforSalesforce設定 

3. SMPforSalesforce設定
1. SMPforSalesforceを開く 
2. 連携ジョブの設定 
3. オブジェクトマッピングの設定 
4. 項目マッピングの設定 
5. フィルターの設定 
6. 変数の設定例(ID返却)
7. 設計書の見方 

※本章の設定では、 
　P.7の①(SMP→SFDCリード連携)を代表として設定例を示します。 
　その他ジョブについてはマニュアル等を参考にして作成願います。
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4.1　SMPforSalesforceを開く  

左上のアイコンをクリックし、表示された検索窓に「smp」と入力する。 
するとアプリケーション欄にSMP for Salesforceが表示されるためクリックする。 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4.2　連携ジョブの設定①  

連携ジョブをクリックする。 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4.2　連携ジョブの設定②  

連携ジョブページへ遷移したら新規をクリックする。 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4.2　連携ジョブの設定③  

入力ダイアログが表示されるため、下図を参考に入力を行い、「保存」をクリックす
る。 

任意の過去日を入力してください。

適当な未来日を入力してください。

エラー通知先のEmailアドレスを入
力してください。



Strictly Confidential 18

4.2　連携ジョブの設定④  

連携ジョブが作成されていることを確認する。 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4.3　オブジェクトマッピングの設定① 

作成した連携ジョブをクリックする。 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4.3　オブジェクトマッピングの設定② 

関連タブをクリックし、新規をクリックする。 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4.3　オブジェクトマッピングの設定③ 

入力ダイアログが表示されるため、下図を参考に入力を行う。

先ほど作成した連携ジョブを選択し
てください。

SMPリードオブジェクトの連携なの
でリードと入力。

SFDCのリードオブジェクトを参照す
る際はLeadと入力。
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4.3　オブジェクトマッピングの設定④ 

下図を参考に入力が完了したら「保存」をクリックする。

SMPからSFDCへ連携するた
め、未記入でOK。
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4.3　オブジェクトマッピングの設定⑤ 

オブジェクトマッピングが作成されていることを確認する。
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4.4　項目マッピングの設定① 

先ほど作成したオブジェクトマッピングをクリックする。 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4.4　項目マッピングの設定② 

「関連」タブをクリックし、新規をクリックする。 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4.4　項目マッピングの設定③ 

別紙設計書に倣って項目マッピングを入力をする。 
※SMPリードURL、郵便番号についてはフィルターのページで別途解説。
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4.4　項目マッピングの設定④ 

入力ダイアログが表示されるため、下図を参考に入力が完了したら保存をクリック。

先ほど作成したオブジェクトマッピングを選
択してください。

連携元の項目を設定します。
例としてリードの IDを設定します。

連携先のどの項目に格納するか設定しま
す。SFDCのリードオブジェクトに追加した
SMP_IDに格納します。
※API参照名を入力する必要があるので注
意。
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4.4　項目マッピングの設定⑤ 

作成したオブジェクトマッピングに紐づいている項目マッピングを確認する。
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4.4　項目マッピングの設定⑥ 

設計書と比較し、項目に漏れが無いか確認をする(例では16項目)。 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4.5　APIパラメータの設定① 

先ほど作成した連携ジョブをクリックする。 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4.5　APIパラメータの設定② 

「関連」タブをクリックし、新規をクリックする。 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4.5　APIパラメータの設定③ 

別紙設計書に倣ってAPIパラメータを入力する。 
※APIパラメータは、データを取得するための条件を記載するもの。 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4.5　APIパラメータの設定④ 

入力ダイアログが表示されるため、下図を参考に入力が完了したら保存をクリック。 
※以下はシステム更新日時の設定を行う例です。

作成したオブジェクトマッピングを指定してく
ださい。

左図アイコンにカーソルを合わせ
ると、使用できる検索オペレータ
の一覧が表示されます。
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4.5　APIパラメータの設定⑤ 

別紙設計書に倣ってその他のAPIパラメータの入力完了後、紐づけの確認を行う。
例では4項目。
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4.6　フィルターの設定① 

本項では、SMPの郵便番号,郵便番号2をSFDCの郵便番号へ項目マッピングをする
際に、フィルターを用いて下図を実現する例を示す。 
※2項目を合成して、1項目に連携するイメージ。 

 
※その他フィルターの詳細は下記ドキュメント参照。 
https://smpdoc.shanon.co.jp/ja/cooperation/apex2/chapter005/#__a_id_anchor_filter_a 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4.6　フィルターの設定② 

フィルターの設定をする項目マッピングを確認する。 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4.6　フィルターの設定③ 

フィルターの設定をする項目マッピングを確認する。

Visitor.Zip1、Visitor.Zip2の
両方に設定が必要
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4.6　フィルターの設定④ 

Visitor.Zip1の項目マッピングへ遷移する。 
「関連」タブをクリックし、新規をクリック。 
※Visitor.Zip2も同様に行う。
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4.6　フィルターの設定⑤ 

入力ダイアログが表示されるので、Visitor.Zip1のフィルター設定を行う。 
※Visitor.Zip2も同様に行う。

Visitor.Zip2設定時には下記のようにフィルター IDを設定。
その他は同様。
filter-a1-1-zip2-cat
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4.6　フィルターの設定⑥ 

Visitor.Zip1、 Visitor.Zip2にフィルターが設定されていることを確認する。

Visitor.Zip1

Visitor.Zip2
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4.6　変数の設定① 

本項では、SMPからSFDCへ連携した後に、SFDCのリードIDをSMPへ返す例を示
す。実行の流れは以下の通り。 
 
①SMPからSFDCへ連携した際のSMPリードIDを変数に格納。 
②変数に格納したSMPリードIDを持つSFDCリードを抽出。 
　※①と同じリードが抽出される 
③抽出したSFDCリードIDを、SMPリードの「SFDC_LEAD_ID」へ連携する。 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4.6　変数の設定② 

作成したオブジェクトマッピングの「関連」タブから変数定義の新規をクリック。 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4.6　変数の設定③ 

入力ダイアログが表示されるので下図を参考に入力し、保存をクリック。 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4.6　変数の設定④ 

作成した連携ジョブに、SMPリードIDを返すためのオブジェクトマッピングを新たに作
成する。 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4.6　変数の設定⑤ 

入力ダイアログが表示されるので下図を参考に入力する。 
※下記URLにも同様の内容が記載されています(リンク先を「設定手順3」で検索)。 
https://smpdoc.shanon.co.jp/ja/cooperation/apex2/chapter004/

上記URLからコピーアンドペースト推奨。
※入力ミス防止のため
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4.6　変数の設定⑥ 

入力ダイアログが表示されるので下図を参考に入力し、保存をクリック。 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4.6　変数の設定⑦ 

オブジェクトマッピングが新規に作成されたことを確認する。 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4.6　変数の設定⑧ 

⑦で作成したオブジェクトマッピングに項目マッピングを追加する。 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4.6　変数の設定⑨ 

下図を参考に項目マッピングを作成する。 

SFDC_LEAD_IDのAttributeXX
を入力する。
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4.6　変数の設定⑩ 

⑦で作成したオブジェクトマッピングに、項目マッピングが2項目紐づいていることを
確認する。 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4.7　ジョブの動作確認① 

動作させたい連携ジョブ、オブジェクトマッピングが有効になっているか確認する。 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4.7　ジョブの動作確認② 

SMPを開き、リード一覧から新規登録をクリックする。 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4.7　ジョブの動作確認③ 

連携対象となるリードを作成する。 
※入力項目は設計書参照。SFDCでは姓名、会社名は必須。 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4.7　ジョブの動作確認④ 

連携対象となるリードを作成する。 
※入力項目は設計書参照。 

連携対象のリードとするため「 2」を選択す
る。
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4.7　ジョブの動作確認⑤ 

SMPforSalesforceを開き、SMP接続設定一覧をクリック。 
連携ジョブバッチ実行をクリックすると、有効にしている連携ジョブが実行される。 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4.7　ジョブの動作確認⑥ 

ジョブ実行結果はSMP_ログから確認可能。 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4.7　ジョブの動作確認⑦ 

所望の動作とならない場合、SMP_ログを参照ください。 
エラーが発生している場合、下図のようにFATAL、ERRORの表記が出ます。 
※下記URLにいくつかのトラブルシュートが記載されていますので、所望の動作をしていない場
合はご確認ください。 
https://smpdoc.shanon.co.jp/ja/cooperation/apex2/chapter008/
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4.7　ジョブの動作確認⑧ 

SFDCにリードが連携されていることを確認する。 

フィルター設定をしている場合、下図のよう
な表示となります。

郵便番号のフィルター設定に問題無いか確
認。
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4.7　ジョブの動作確認⑨ 

④で作成したリードにSFDCリードIDが連携されていることを確認する。 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4.8　設計書の見方① 

連携ジョブのジョブ名。

SMPはカタカナで指定。
SFDCはアルファベットで指定。

リードの項目名は、 SMP管理側でリード一括登録用のベース
ファイルを取得してご確認いただけます。
 [リード] → [一括登録] → [ベースファイルダウンロード ] 
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4.8　設計書の見方② 

項目マッピングのSMP項目または連携先
SFDC項目に該当

項目マッピングのSFDC項目に該当。


